
 

 

 

１．事業・活動の概要・成果等 

・参加対象者：  0歳から高齢者（親子を中心とした体験活動、市民講座） 

・活動期間：    毎週土曜日 48週、休業日の平日、市民講座は土・日と平日 

・活動場所：    各町 5館を中心に約 100か所（H28年からの活動場所） 

・事業のねらい： 共生社会・生涯学習社会の実現、理念浸透のための活動（活動当初は、貧困家庭、生活困

窮家庭との教育格差の是正、高齢者の居場所が当初の目的であった。） 

・子どもがたち体験できることや成長の様子:①生活文化体験、②伝統文化体験、③自然体験、④スポーツ体

験、⑤社会貢献活動、⑥料理教室、その他学校に行きづらい子の相談・学習支援等年間 175

教室 1,390回開催、その他市民講座等約 1,800回開催。 

・事業の振り返りや感想・今後の展望：参加の子どもには、生活・学習習慣週間が定着してきている子どももい

る。ボランティアでは、少しずつではあるが理念の浸透が伺える活動や会話が伺え、サロン活

動等への支援活動が増えてきている。 

 

２．団体の紹介 

平成 28年に地域で創る土曜日夢の学習を設立し、平成 29年 12 月に特定非営利活動法人の認可を受

け、平成 30年より甲賀市教育委員会の公民館事業を受託し、今日に至っています。 

事務局スタッフ 29 名、ボランティア実活動人数は 491 名です。年間教室開催数は約 3，200 回に上り、こ

れらの活動を通して、「我が事丸ごと、地域共生社会」「生涯学習社会」の実現に向け、活動を通してその理念

の浸透を図っています。 

(TEL)0748-70-2349 (FAX)0748-70-3180 (E-Mail)surimoto@yumegaku.net 

３．人材（スタッフ・次世代を担う若者）を育成するときに大切にしたいこと・気を付けていること 

【スタッフの確保・育成について】平成 28 年 NPO 設立時には、前年から声掛けをしながら進めてきた活動

も最近では、ほとんどが地域の方の教室開催の要望によって行われています。感じることは、「いつでも、どこで

も、だれでも」実践できる環境が整ってきたためと思われます。「こんなことを教えてみたい」「いつからでも実施

でき」「市内のどこでもできる」その手助けをしている活動ともいえます。例えば、チラシを出したり、教室を開く

ため他のボランティアさんと協力したりといった動きを創ることだと思います。中・高・大学生のボランティアさん

もおられます。 

 

【様式１】 滋賀こども体験活動実践交流会 団体事例紹介シート 2024 

地域で創る土曜日 夢の学習 

※事業名・体験活動名 

料理教室 自然体験
教室 

木工教室 


